
                         

原
油
高
騰
対
策 

 

一 

研
修
会
の
開
催 

 

農
業
を
取
り
巻
く
国
内
情
勢
は
、

急
激
な
原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
い
暖

房
用
燃
料
費
や
肥
料
等
の
諸
資
材
も

高
騰
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
産
物

の
価
格
は
低
迷
状
態
に
あ
り
、
生
産

者
に
と
っ
て
厳
し
い
生
産
環
境
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
様
な
緊
急
的
な
事
態
に
対
応

す
る
た
め
、
９
月
１
０
日
（
水
）
印

旛
合
同
庁
舎
に
て
研
修
会
を
開
催

し
、、
野
菜
・
花
き
の
施
設
園
芸
農
家

な
ど
農
業
者
７
０
名
、
関
係
機
関
６

０
名
と
多
く
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 
 

研
修
会
で
は
、「
省
エ
ネ
対
策
に
対

す
る
各
産
地
の
動
き
」「
肥
料
高
騰
に

対
す
る
代
替
資
材
の
活
用
に
つ
い

て
」「
効
率
的
な
暖
房
機
の
利
活
用
に

つ
い
て
」
の
３
つ
の
演
題
で
基
調
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

作
型
変
換
・
低
温
管
理
事
例
等
各

産
地
の
動
き
の
紹
介
、
肥
料
高
騰
対

策
と
し
て
家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
代
替
資

材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
、
暖
房
機

の
関
係
で
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
調
整

の
必
要
性
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
の
特
性
な
ど
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
施
設
野
菜
・
花
き
に
利
用

で
き
る
事
例
や
事
業
・
資
金
に
関
す

る
情
報
提
供
、
省
エ
ネ
に
関
係
す
る

メ
ー
カ
ー
（
暖
房
機
、
被
覆
資
材
な

ど
）
２
４
社
の
資
材
展
示
と
郡
内
で

生
産
さ
れ
る
優
良
堆
肥
の
展
示
も
併

せ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
農
業
者
か
ら
は
、
競
合

す
る
産
地
の
動
向
、今
後
の
打
開
策
、

県
の
施
策
に
対
す
る
要
望
な
ど
多
く

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
、
施
設
園
芸
そ
の
も
の
が
大

き
な
転
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

       

二 

施
設
園
芸
で
の
共
通
対
策 

(

１)

温
度
管
理 

ま
ず
、
燃
油
節
減
を
理
由
に
、
安

易
に
設
定
温
度
を
低
く
し
な
い
こ
と

で
す
。 

野
菜
・
花
き
で
低
温
管
理
に
す
る

と
、
①
病
気
の
発
生
を
助
長
、
②
生

育
不
良
・
草
姿
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
、

③
採
花
本
数
の
減
少
、
④
需
要
期
に

間
に
合
わ
な
い
、
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
多
く
、
結
果
的
に
売
上
げ
を

落
と
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

変
温
管
理
な
ど
効
率
的
な
温
度
管

理
を
行
う
こ
と
で
、
生
育
と
収
量
を

確
保
し
つ
つ
燃
料
を
節
減
す
る
こ
と

が
必
要
な
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
施
設
内
の
資
材
点
検
・
工
夫

で
、
省
エ
ネ
を
図
る
。
①
ハ
ウ
ス
の

隙
間
を
ふ
さ
い
だ
り
、
多
重
被
覆
で

保
温
性
を
高
め
る
。
②
送
風
ダ
ク
ト

の
配
置
を
工
夫
す
る
。
③
循
環
扇
を

利
用
す
る
。④
暖
房
機
を
掃
除
す
る
。

⑤
ハ
ウ
ス
の
汚
れ
を
落
と
し
て
太
陽

光
を
充
分
に
活
用
す
る
な
ど
。 

省
エ
ネ
の
基
本
は
小
さ
な
こ
と
の
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積
み
重
ね
で
す
。
ま
ず
は
出
来
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。 

(

２)

作
型
や
栽
培
品
目
の
変
更 

作
型
や
栽
培
品
目
を
変
更
す
る
こ

と
は
、
燃
料
高
騰
対
策
と
し
て
は
有

効
で
す
。
新
た
な
品
目
の
市
場
動
向

を
充
分
に
把
握
す
る
、
売
上
げ
を
上

げ
る
た
め
の
販
売
努
力
を
行
う
、
適

期
出
荷
（
実
需
者
が
求
め
る
時
期
、

有
利
に
販
売
で
き
る
時
期
の
こ
と
）

を
行
う
こ
と
で
す
。 

ま
た
こ
れ
ら
の
変
更
で
ど
れ
だ
け

の
所
得
が
確
保
で
き
る
か
正
確
な
試

算
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

作
型
や
品
目
を
変
え
る
こ
と
に
よ

り
労
働
時
間
が
変
化
し
ま
す
の
で
こ

の
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

(

３)

こ
ま
め
な
経
営
点
検 

 

市
場
価
格
の
低
迷
、
資
材
高
騰
、

不
安
要
素
の
多
い
状
況
に
お
い
て
、

経
営
状
況
を
数
字
で
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

一
作
ご
と
に
収
入
・
支
出
の
チ
ェ

ッ
ク
、
栽
培
技
術
や
販
売
面
に
お
け

る
問
題
点
の
洗
い
出
し
・
早
め
の
対

策
が
、健
全
経
営
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

経
営
全
体
を
見
直
す
機
会
と
捉
え
、

苦
境
に
耐
え
ら
れ
る
足
腰
の
強
い
経

営
を
目
指
し
ま
し
ょ
う 

               

三 

施
設
野
菜
で
の
具
体
策 

(

１)

作
物
別
の
変
温
管
理 

 

表
１
に
作
物
毎
の
夜
間
の
設
定
温

度
と
燃
料
の
節
減
率
を
示
し
ま
し
た

の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

肩部分の遮断
でより保温効果
高い

カーテンの隙間ができやすい
箇所

× ○

伝熱放熱

断熱材による放熱抑制
２層カーテン間を塞がないと保温性は低下
する

肩部分の遮断
でより保温効果
高い

カーテンの隙間ができやすい
箇所

× ○

伝熱放熱

断熱材による放熱抑制
２層カーテン間を塞がないと保温性は低下
する

 

ま
た
、
品
種
の
特
性
に
よ
っ
て
も

差
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。 

 
 

              

四 

施
設
花
き
で
の
具
体
策 

(

１)

シ
ク
ラ
メ
ン
の
早
期
出
荷
で
燃

料
節
減
… 

ジ
ベ
レ
リ
ン
一
ｐ
ｐ
ｍ
を
九
月
前

半
に
処
理
し
、開
花
を
促
進
さ
せ
、

出
荷
を
早
め
ま
す
。
た
だ
し
、
草

姿
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
蕾
の
継
続

性
を
維
持
し
た
株
に
仕
上
げ
る
た

め
に
は
、
生
育
を
止
め
ず
順
調
に

管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で

す
。 

夜の前半 夜の後半
キュウリ 16 １０～１２ １５～１７ １２～１８ 14
トマト １０～１２ ５～７ ５～１０ １０～１５ 8
ナス １４～１５ ９～１０ １０～１５ １０～１５ 14

ピーマン ２０～２２ １６～１７ ７～１０ 5 20

(千葉県農業試験場（現農業総合研究センター））
出展：施設園芸・省エネルギー技術の実際（昭和５８年）

品目
夜間の設定温度　℃

表１　夜間の変温と燃料の節減率等

燃料の節減
率(％)

増収率(％)
従来の夜間
固定温度

処
理
前
の
株
を
観
察
し
、
蕾
が

大
小
揃
っ
て
い
る
こ
と
、
対
に
な

っ
て
い
る
葉
芽
と
花
芽
を
比
べ
、

葉
芽
の
方
が
大
き
い
こ
と
を
確
認

し
ま
す
。 

(

２)

新
品
目
導
入
で
重
油
高
騰
分
を

補
完
… 

主
幹
品
目
の
育
苗
中
や
夏
場
に
、

露
地
や
施
設
を
有
効
に
利
用
し
て

新
た
な
品
目
を
導
入
し
ま
す
。
品

目
の
選
択
に
は
、
生
産
計
画
の
立

て
や
す
い
短
期
栽
培
で
、
生
産
コ

ス
ト
が
比
較
的
か
か
ら
な
い
所
得

率
の
高
い
品
目
〔
ア
ス
タ
ー
、
ヒ

マ
ワ
リ
な
ど
〕が
適
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
盆
の
需
要
期
や
他
産
地

と
競
合
し
な
い
時
期
に
品
質
の
良

い
も
の
を
出
荷
す
る
技
術
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
所
得
が
増
加

し
な
け
れ
ば
補
完
に
な
ら
な
い
の

で
、
市
況
等
を
も
と
に
正
確
な
試

算
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 



農
業
経
営
に
お
け
る
記
録
の
活
用
方

法 

 

■
は
じ
め
に 

前
号
か
ら
の
続
き
で
今
号
で
は
、

記
録
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。 

農
業
分
野
に
お
け
る
記
録
と
は
、

一
般
的
に
税
務
申
告
の
時
に
ま
と
め

ら
れ
る
決
算
書
（
損
益
計
算
書
と
貸

借
対
照
表
）
や
作
業
の
記
録
や
生
産

販
売
に
関
す
る
農
作
業
日
誌
や
出
荷

実
績
の
集
計
を
い
い
ま
す
。 

■
活
用
方
法 

① 

自
分
の
過
去
と
比
較 

過
去
の
記
録
さ
え
あ
れ
ば
簡
単
な
こ

と
で
、
昨
年
・
一
昨
年
と
比
較
し
て

ど
う
で
あ
っ
た
か
を
確
認
し
ま
す
。 

② 

自
分
の
目
標
と
比
較 

資
金
借
入
者
や
認
定
農
業
者
で
あ
れ

ば
資
金
利
用
計
画
や
経
営
改
善
計
画

と
ど
う
で
あ
る
か
確
認
し
ま
す
。 

③ 

手
本
と
比
較 

一
般
的
経
営
事
例
と
比
較
し
て
平
均

的
か
ど
う
か
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

④ 

他
の
農
家
と
比
較 

同
業
他
者
と
比
べ
る
事
で
自
分
の
長

所
、
短
所
が
見
え
て
き
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
材
料
は
、
①
と
②
に
つ
い

て
は
自
分
の
資
料
で
行
え
ま
す
が
③

は
、参
考
資
料
の
入
手
が
必
要
で
す
。

④
は
、
了
解
し
あ
え
る
同
業
の
仲
間

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

■
何
を
読
み
取
る
か
？ 

①
収
益
性 

税
務
申
告
の
損
益
計
算
書
を
利
用

し
て
確
認
し
ま
す
。 

い
わ
ゆ
る
儲
か
っ
て
い
る
か
い
な

い
か
、
費
用
が
高
い
か
低
い
か
を
知

る
わ
け
で
す
。 

し
か
し
、
農
業
生
産
は
「
収
益
性
」

だ
け
で
は
片
手
落
ち
で
す
。 

②
生
産
性 

生
産
技
術
が
高
い
か
低
い
か
、
自

分
の
技
術
レ
ベ
ル
が
ど
の
水
準
に
あ

る
か
を
確
認
し
ま
す
。 

こ
れ
が
「
生
産
性
」
で
す
。 

こ
れ
は
、
損
益
計
算
書
で
は
読
み

取
れ
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
に
、
日
々
の
出
荷
実
績

や
収
量
、
品
質
の
取
り
ま
と
め
な
ど

の
記
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

③
安
全
性 

税
務
申
告
の
貸
借
対
照
表
を
利
用

し
て
、
経
営
が
安
全
な
の
か
危
険
な

状
態
な
の
か
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。 

借
入
金
が
あ
る
場
合
、
負
債
の
動

き
が
特
に
重
要
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
記
録
を
活
用
す

る
こ
と
で
自
分
の
経
営
状
態
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
を
認
識
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。 

そ
こ
か
ら
、
今
の
自
分
の
経
営
に

は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
急
務
な
の
か
、

生
産
力
の
改
善
が
先
な
の
か
、
両
面

か
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。 

経
営
分
析
す
る
こ
と
で
経
営
の
弱

点
を
知
り
、
弱
点
を
克
服
す
る
た
め

に
何
が
必
要
か
を
検
討
し
、
優
先
順

位
を
つ
け
て
具
体
的
改
善
計
画
を
作

成
し
ま
す
。 

次
回
は
、
改
善
計
画
作
成
の
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
ま
す
。 

き
の
こ
原
木
栽
培
に
挑
戦 

 

シ
イ
タ
ケ
栽
培
に
使
用
す
る
原
木

は
、ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
で
す
が
、

自
家
用
に
は
コ
ナ
ラ
が

適
で
す
。 

原
木
は
こ
の
時
期
か
ら
伐
採
し
、

長
さ
９
０
ｃ
ｍ
く
ら
い
に
玉
切
り
し
、

約
一
月
経
過
し
た
こ
ろ
に
原
木
の
直

径
の
約
三
倍(

直
径
２
０cm

で
６
０

駒)

の
シ
イ
タ
ケ
駒
を
接
種
（
植
菌
）

し
て
く
だ
さ
い
。
品
種
は
、
中
低
温

性
も
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

原
木
は
一
般
的
に
山
林
で
管
理
し

ま
す
が
、
自
家
用
で
は
自
宅
周
り
で

雨
が
当
た
り
、
直
射
日
光
の
当
た
ら

な
い
場
所
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
庭

木
が
あ
れ
ば
そ
の
陰
に
立
て
か
け
て

管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

収
穫
は
、
接
種
翌
年
の
秋
、
ま
た

は
そ
の
翌
年
の
春
に
な
り
ま
す
。 

シ
イ
タ
ケ
の
他
に
ヒ
ラ
タ
ケ
や
き

く
ら
げ
な
ど
の
栽
培
も
こ
の
時
期
か

ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 



シ
リ
ー
ズ
「
新
た
な
担
い
手
」 

■
青
少
年
編 

   

今
回
は
、
女
性
で
農
作
業
か
ら
加

工
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
る
「
八
街
市
古
谷
千
穂
さ
ん
」

を
紹
介
し
ま
す
。 

千
穂
さ
ん
は
結
婚
を
期
に
幼
稚
園

を
退
職
し
、
就
農
し
た
方
で
社
会
人

の
経
験
も
あ
る
今
年
三
年
目
の
総
合

研
修
生
で
す
。 

      

結
婚
し
て
か
ら
数
年
は
、
二
人
の

お
子
さ
ん
の
育
児
に
専
念
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
担
当
と
な
り
、
栽
培
管
理
、
出
荷

調
整
、
直
売
所
へ
納
め
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。 

落
花
生
の
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
な

ど
、
自
分
の
家
で
栽
培
さ
れ
る
農
産

物
を
利
用
し
た
加
工
販
売
も
、
義
母

の
政
江
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
興
味
を
持
っ
た
作
物
は
、

ま
ず
試
作
す
る
、
全
国
規
模
の
研
修

会
（
全
国
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
な
ど
に
も
参
加
す
る
な
ど
農
業

生
産
を
経
営
的
視
点
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
元
気
に
子
育
て
や
仕

事
に
取
り
組
み
、
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
女
性
農
業
者
で
す
。 

“
い
ん
ば
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ムin

佐

倉
”
開
催
の
お
知
ら
せ 

 

目
的 

農
業
・
農
村
の
課
題
を
踏
ま 

え
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
地
域

農
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
。 

日
時 

平
成
２
０
年
１
１
月
２
７
日 

 
 
 

(

木) 

１
３
時
～
１
７
時 

場
所 

佐
倉
市
市
民
音
楽
ホ
ー
ル 

 
 
 

御
伊
勢
公
園 

 
 
 

佐
倉
市
王
子
台
１
－
１
６ 

内
容 

講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ 

シ
ョ
ン
・
農
産
物
の
展
示
即 

売
会 

新
た
な
千
葉
県
農
山
漁
村
い
き
い
き

ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 

印
旛
地
域
か
ら
３
名
の
方
が
新
た

に
千
葉
県
農
山
漁
村
い
き
い
き
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
女
性

の
経
営
参
画
や
地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

荻
原 

菊
代
さ
ん
（
四
街
道
市
） 

      

林 

政
男
さ
ん
（
八
街
市
） 

      
塚
崎 

恵
子
さ
ん
（
栄
町
） 

    

千
葉
県
農
業
大
学
校
学
生
募
集 

平
成
２
１
年
度
千
葉
県
農
業
大
学
校

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
人
員 

 

Ａ
日
程 

農
学
科
約
３
０
名 

 
 
 
 
 

研
究
科
約
１
０
名 

 

Ｂ
日
程 

農
学
科
約
１
０
名 

 
 
 
 
 

研
究
科
若
干
名 

受
験
資
格 

 

農
学
科 

高
校
卒
業
者 

 

研
究
科 

各
都
道
府
県
の
農
業
大 

学
校
農
学
科
卒
業
者 

選
考
期
日 

Ａ
日
程 

平
成
２
１
年
１
月
１
４ 

Ｂ
日
程 

平
成
２
１
年
３
月
２
日 

願
書
受
付 

Ａ
日
程 

平
成
２
０
年
１
２
月
２ 

 
 
 
 

２
～
１
月
７
日 

Ｂ
日
程 

平
成
２
１
年
２
月
１
３ 

 
 
 
 

～
２
３
日 

選
考
方
法 

 

農
学
科 

学
力
試
験
一
科
目
面
接 

 

研
究
科 

学
力
試
験
二
科
目
面
接 

申
込
・
問
合
せ
は
、
千
葉
県
農
業
大

学
校
へ
電
話 

0475-52-5121 


